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Cefepimeに 関す る臨床的研 究
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呼吸器感染症20例,尿 路感染症1例,軟 口蓋膿瘍由来の髄膜炎,眼 窩蜂窩織炎,多 発性肺膿

瘍 を伴 う敗血症例1例,計22例 の感染症にcefepimeを 使 用した。臨床効果は有効15例,や や

有効2例,無 効2例,判 定不能3例 であった。副作用 として1例 でアナフィラキシー様反応を

疑わせ る一過性の血圧低下がみられ,検 査成績上GOT・GPTの 上 昇を3例,GOT・GPT・LDH

の 上昇,GOT・A1-P・LDH・ γ-GTPの 上 昇を各々1例,直 接 クームス試験の陽性化 を2例 で

認めたが,い ずれも軽度のものであった。
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Cefepimeは プ リス トル ・マイヤーズ研究所株式会

社で開発された新注射用セファロスポ リン剤である。

β-lactamaseに 安定 でStaphylococcus aureusか らPs-

eudomonas aeruginosaに わ たる広範囲のグラム陽性,

陰性菌に対 して強力な抗菌活性 を示す1,2)。今 回,我 々

は22例 の感染症例 に本剤 を使用す る機会 を得 たので

その成績を報告する。

昭和63年8月 か ら平成1年11月 までの間に信楽園

病院において入院治療 を行 った男性17例,女 性5例,

18歳 か ら88歳 まで(平 均60.7歳)の 呼吸器感染症20

例,尿 路感染症1例,軟 口蓋膿瘍が菌の侵入門戸 とな

った髄膜炎,眼 窩 蜂窩織炎,多 発性肺膿瘍 を伴 う敗血

症1例 に対 して本剤による治療 を行 った。

呼吸器感染症の内訳は急性扁桃炎1例,急 性耳下腺

炎を伴 う扁桃炎1例,肺 炎8例,気 管支拡張症1例,

肺 気腫二次感染2例,陳 旧性肺結核症に気道感染をき

た した もの5例,慢 性気管支炎の急性増悪2例 で,尿

路感染症の1例 は急性腎孟腎炎であった。起炎菌は呼

吸器 感染 症 では5例 で判 明 し,肺 炎例1例 よ りS

aureus,陳 旧 性 肺 結 核 症 例2例 か らStreptococcus

pneumoniae,1例1よ りS.pneumoniae+Haemophilus

influenzaeが,慢 性気管支炎例1例 からはH.influen-

zaeが 分 離 され た。尿 路感 染 症 例 で はEscherichia

coli、敗 血症例か らはStreptococcus constellatusが 検

出された (Table 1)。

全例点滴静注にて使用 し,0.5gな い し1.0g1日2

回の投与を原則 としたが,基 礎 に腎不全 を有する症例

9で は1.0g1日1回 であ り,症 例10で は一過性であ

るが血圧低下をきたしたため1.0g1回 で 中止した。投

与期間は症例10の1日 が最短,症 例19の15日 が最長

で,総 使用量は症例10の1.0gが 最 少,症 例2,6,8,

13,15の28.0gが 最 多であった。

臨床効果の判定 は臨床症状,検 査成績 胸部レント

ゲン所見の改善度,起 炎菌の消長などにより総合的に

行 い,著 効(Excellent),有 効(Good),や や 有効

(Fair),無 効(Poor),判 定 不能(Undetermined)の

五 段階評価 とした。副作用については使用期間中の自

他覚症状ならびに体剤使用前後における腎機能(血 清

尿素窒素:BUN,ク レアチニ ン:Cr),肝 機 能(血 清

トランスア ミナーゼ:GOT・GPT,ア ルカ リフォスフ

ァターゼ:A1-P,総 ビ リル ビン:T.Bil),骨 髄機能

(末梢血ヘマ トクリッ ト:Ht,血 小板数:Platelets,白

血球数:WBC,好 中球百分比:Neutro),末 梢血好酸

球百分比:Eosino,直 接 クームス試験:Coombs,プ ロ

トロンビン活性度:P. T. act.の 変動について検討 した。

呼吸器感染症20例 は有効14例,や や有効2例,無

効1例,判 定不能3例 で82.4%の 有 効率であった。

急性扁桃炎の症例1は 有効であったが,急 性耳下腺

*〒950-21新 潟 市西 有 明 町1-27
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Table 1. Clinical results of cefepime treatment

DM: diabetes mellitus.
CRF: chronic renal failure

CVD cerebrovascular disease
DIC: disseminated intravascular

coa.lation

*Before therapy

/ After therapy

••

: causative organism

NF: normal flora

ND not ditected

CZON: cefuzonam
JM josamycin
CEZ: cefazolin

SPFX sparfloxacin

BW: body weight

BT: body temperature

炎を伴 う急性扁桃炎の症例2は,扁 桃の腫脹,発 赤,

痺痛は改善 したが発熱が持続するためやや有効 とした。

肺炎の症例は8例 であ るが有効4,無 効1,判 定不能

3例 であった。症例3で はS.aureusに よる右上葉炎

で,本 剤2.0g,8日 間の投与で菌消失 と臨床症状,胸

部X線 所見の改善 を得た。症例4,5は の ちにマ イコプ

ラズマ肺炎 と判明 したため本試験の対象疾患 となって

いないため,効 果判定は行わなかった。症例7は 胃癌
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Table 2. Laboratory findings before and after therapy with cefepime

B: before therapy A: after therapy

の術後症例 で基礎 に糖尿病 を有 してい る。本剤2.Og

を5日 間使用 したが,ま った く解熱せず,CRPは む し

ろ増悪 胸部X線 所見も改善せず無効であった。症例

10は 頸椎損傷後四肢麻痺 となった患者の肺炎で,本 剤

1.0gを 点滴 したところ,終 了直後血圧低下をきたし,

1回 で使用を中止 したため判定不能 とした。

症例11は 気管支拡張症例である。治療前のCRPが

(±)で はあったが,本 剤によ り膿性疾の減少,胸 部X

線所見の軽度改善が得 られたためやや有効 とした。肺

気腫の2例(症 例12,13)は 有 効であった。陳旧性肺

結核症例 は5例 で,3例 で起炎菌が判明し,症 例14,

17のS.pneumoniae,症 例15のS.pneumoniaeとH.
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Table 3. Overall clinical efficacy of cefepime

RTI: respiratory tract infection

COPD: chronic obstructive pulmonary disease

UTI: urinary tract infection

influenzaeは いずれも消失 し,全 例有効であった。慢性

気管支炎の2例(症 例19,20)も 有効で,症 例20か ら

検出されたH.influenzaeも 消 失 をみ た。慢性気道感

染症10例 に使用 した結果,有 効9例,や や有効1例 で

90.0%の 有効率であった。

症例21は40℃ の高熱,背 部痛 で発症 した急性腎孟

腎炎で,本 剤を0.591日2回 使用 し5日 後には まった

く平熱となった。E.coliは 治療2日 目には陰性化 し

た。

症例22は 基礎に糖尿病 を有す る患者が軟 口蓋膿瘍

から,敗 血症,髄 膜炎,眼 窩蜂窩織炎,多 発性肺膿瘍

をきたしたと考 えられた例 で,本 剤2.0gを4日 間使

用したが,臨 床像 はむ しろ増悪 し無効 であった。

副作用 として,症 例10で 一過性の血圧低下 を認め

た。皮内テス ト陰性 を確(認後,本 剤1.0gを100mlの

生理的食塩水に溶解 しておよそ30分 間で点滴 を終了

した。終了直後よ り気分不良 となり血圧は122/78(右

上腕)か ら54/28(右 上 腕),74/30(左 上腕)に 低下 し

た。顔面蒼白はみ られず,む しろ紅潮 し,四 肢の冷感,

発汗,悪 心,嘔 吐,意 識障害などは全 く認め られなか

った。脈拍数は80か ら90/分 に増加 したが,整 脈であ

った。酸素投与は治療前よ り低酸素血症(PaO2 56 .4

mmHg)を 認めたため,鼻 腔 カニュー レで1 .5L/分 行

われてお り,そ れ を継続 した。血圧低下の報告 を受け,

主治医が病室に到着 した時にはすでに血圧は正常に復

していた。この間およそ5～10分 程 と考 えられ,特 に

処置は行 っていない。検査成績上 はGOT・GPTの 上

昇が3例(症 例1,2,20),GOT・GPT・LDHの 上昇

が1例(症 例5) ,GOT・A1-P・LDH・ γ-GTPの 上

昇 が1例(症 例7)に み られ,直 接 クー ム ス 試 験 の 陽 性

化 を2例(症 例12,18)で 認 め た が い ず れ も軽 度 な も

の で あ っ た(Table 2)。

22例 の 感 染 症 例 に 使 用 した 結 果 は 有 効15例,や や

有 効2例,無 効2例,判 定 不 能3例 で,78.9%の1有 効

率 で あ っ た。 呼 吸 器 感 染 症 に お け る有 効 率 は82.4%,

特 に 慢 性 気 道 感 染 症 に お い て は90.0%と 高 い も の で

あ っ た(Table 3)。 本 剤 が 呼 吸 器 感 染 症 の 主 た る起 炎

菌 で あ るS.pneumoniae,S.aureus,H.influenzae,

P.aeruginosa,Branhamella catorrhalisに 対 し て優 れ

た 抗 菌 力 を示 す こ と,喀 疾 中 移 行 もcephem剤 と し て

は 比 較 的 良 好 な こ とか ら3)妥 当 な結 果 と考 え られ る。

副 作 用 と し て1例 で ア ナ フ ィ ラ キ シー 様 反 応 を疑 わ せ

る一 過 性 の 血 圧 低 下 が み られ た が 重 篤 な結 果 に は 至 ら

な か っ た 。検 査(成 績 上 肝 機 能 異 常 を22例 中5例,22.7

%と 高 率 に 認 め た が,新 薬 シ ン ポ ジ ウ ム の 報 告4)で は

特 に 高 い もの で は な く、 安 全 性 の 高 い 薬 剤 と い え よ う。
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Cefepime was used to treat 20 patients with respiratory tract infection, 1 with urinary tract

infection and 1 with sepsis, meningitis, orbital cellulitis and multiple pulmonary abscesses caused by

soft palate abscess. Clinical responses were good in 15 patients, fair in 2, poor in 2 and undetermined

in 3. An adverse reaction of pressure dropped transient like anaphylactoid reaction caused by

cefepime in 1 case. Laboratory tests revealed liver function abnormality in 5 cases and change to a

positive direct Coombs test in 2.


